
平
成

年
度
当
初
予
算
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

３１

ま
で
全
て
の
世
代
が「
健
や
か
」に
暮
ら
し「
幸
せ
」

を
実
感
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

健
康
・
環
境
・
経
済
・
き
ず
な
・
こ
ど
も

の「
５
K
」を
重
点
項
目
と
し
て
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。「
健
幸
都
市
」を
推
進
す
る
に
あ
た
り
効
果
が
高

い
と
見
込
ま
れ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
予

算
を
投
入
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
本
市
に
お
い
て
も

将
来
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

精
査
の
上
で
既
存
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
新

規
事
業
の
財
源
を
確
保
す
る
等
、
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
近
年
、
地
震
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
将
来
起
こ
る

と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
集
中
豪
雨
等
の

自
然
災
害
に
備
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
経
費
を
重
点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

■問諮財政課（緯〈７１〉２２１０）
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全
て
の
世
代
が
健
や
か
、
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
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〈
歳
入
〉

市
民
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
環
境
整
備

を
継
続
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
名
鉄
新
安
城
駅
や
南
桜

井
駅
の
改
修
を
進
め
、
駅
の
利
便
性
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
歴
史
博
物
館
の
改
修
を
行

い
、
安
全
安
心
な
施
設
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

好
調
な
所
得
環
境
等
を
受
け
、
市
税
の
う
ち
、
個
人

市
民
税
を
前
年
度
比
２
億
円
増
の

億
円
と
し
ま
し
た
。

１３７

法
人
市
民
税
は
、
市
内
企
業
の
業
績
等
を
踏
ま
え
、
前

年
度
比
２
億
円
増
の

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

３４

そ
の
他
、
国
・
県
か
ら
の
歳
入
や
、
基
金（
市
の
貯

金
）か
ら
の
繰
入
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉

国
民
健
康
保
険
事
業
が
被
保
険
者
数
の
減
少
等
に
伴
う
保

険
給
付
費
の
減
額
等
に
よ
り

億
円
の
減
額
と
な
っ
た
一
方

６．１

で
、
介
護
保
険
事
業
は
保
険
給
付
費
の
増
額
等
に
よ
り

億
２．７

円
余
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
か
ら
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

３１

事
業
が
企
業
会
計（
下
水
道
事
業
）に
移
行
し
た
た
め
、
特
別

会
計
全
体
の
額
は
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
前
年
度
よ
り
5
億
円
余
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成

年
度
か
ら
企
業
会
計
に
移
行
し
た
下
水

３１

道
事
業
会
計
は

億
円
余
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

６２

住民一人当たりの歳出
１３１，４５７円民生費（福祉や子育て支援等）
５７，９００円土木費（道路や公園の整備等）

５６，３３４円教育費（学校教育や生涯学習事
業等）

３３，１４８円衛生費（健康推進やごみ処理等）
３１，９３６円総務費（財産管理や税金徴収等）
１５，９６０円公債費（借金の返済等）
１１，５２６円消防費（消防・防災等）
７，１６１円農林水産業費（農業振興等）
７，０５７円商工費（商工業・観光振興等）
２，１８６円議会費
１，０８４円その他

３５５，７４８円合 計

特別会計
伸び率予算額会計名
－４.１％１４１億３，０００万円国民健康保険事業
０.０％１００万円土地取得
０.０％２億４，３００万円有料駐車場事業

－４.６％２２億８，０００万円安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業
+２.８％１０４億 １００万円介護保険事業
+２.３％２０億２，７００万円後期高齢者医療

－１４.３％２９０億８，２００万円計

企業会計
伸び率予算額会計名
+１０.０％５９億５，６００万円水道事業

－６２億 ６００万円下水道事業
－１２１億６，２００万円計

※下水道事業・農業集落排水事業特別会計は、平成３１年度から企業
会計（下水道事業）へ移行するため、伸び率は算出していません。

※３月１日現在の人口１８９,１５１人で算出。
※端数処理のため合計は一致しません。

一
般
会
計

市
の
運
営
の
中
心
と
な
る
会
計

特
別
会
計
保
険
料
や
使
用
料
等
、
事
業
内
で
独

自
の
収
入
が
あ
る
も
の
に
係
る
会
計

企
業
会
計
公
共
の
利
益
を
目
的
に
経
営
す
る

「
企
業
」に
係
る
会
計
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平
成

年
度
の
主
な
事
業

３１

健 康
健康づくり環境整備事業【９３４万円】
国際・全国大会推進活動事業【１０５９万円】
環 境
防犯灯LED化促進事業【３２３万円】
末広公園整備事業【６０８４万円】
柿田公園・里緑地管理事業【２８６０万円】
空き家対策事業【１２１１万円】

その他の事業 経 済
安城南明治土地区画整理事業【２２億８７０５万円】
安城南明治市有地有効活用事業【１億９７００万円】
きずな
地域生活支援拠点等整備事業【１０１０万円】
天文普及事業【３３３０万円】
歴史博物館改修事業【３億６５００万円】
国史跡本證寺境内保存活用整備事業【１億２５１９万円】
こども
保育園事業（ICT化推進）【９４０万円】
部活動支援事業【４００万円】

経 済 環 境

こども きずな

スポーツセンター改修事業
【４億６８００万円】

アリーナ及びプール
内の天井等の非構造
部材を耐震化すると
ともに、外壁やプー
ル等の老朽箇所を改
修します。

（スポーツセンター
は７月末から２０２０年７月末まで休館します）

第
８
次
総
合
計
画「
幸
せ
つ
な
が
る
健

幸
都
市
安
城
」の
５
つ
の
分
野
に
分
け

て
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

健 康

環 境

経 済

き ず な

こ ど も

健 康

乾杯条例推進事業
【２００万円】

安城市にゆかりのある
飲み物で乾杯の習慣を
広める乾杯条例。この
施行を契機に、地元の
農産物や郷土の料理の
消費を促すことで、食

文化の振興とまちの活性化を図ります。対象飲食
店を回るスタンプラリー等、各種イベントを開催
します。

交通結節点整備促進事業
【８億４５００万円】

名鉄新安城駅では、北
口と南口を結ぶ自由通
路のバリアフリー化の
整備、駅舎の改修を行
います。名鉄南桜井駅
では、現在大変混雑す

る状況にあること、今後も乗降客が増加傾向にあ
ることから、ホームに屋根・壁を設置し、改札機
を増設します。

民間保育所等支援事業
【２１億７４４３万円】

急増する保育需要に対応するため、民間保育園等
を誘致します。今年度はブライト保育園安城桜町
（桜町）、麦のうさぎ保育園（堀内町）がともに４月に
開園します。また、民間保育園の運営、施設の改
修、設備の拡充を支援します。

住宅耐震対策補助事業
（ブロック塀等撤去費補助金）

【１０００万円】

平成３０年に創設したブ
ロック塀等撤去費補助
金制度により、民間の
ブロック塀等に対し撤
去費補助金を交付しま
す。また、通学路に面する危険性が高い塀、老朽
化した塀の所有者に対し、戸別訪問等を行い、補
修や撤去を促します。

■問諮財政課（緯〈７１〉２２１０）
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会計（下水道事業）へ移行するため、伸び率は算出していません。
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急増する保育需要に対応するため、民間保育園等
を誘致します。今年度はブライト保育園安城桜町
（桜町）、麦のうさぎ保育園（堀内町）がともに４月に
開園します。また、民間保育園の運営、施設の改
修、設備の拡充を支援します。

住宅耐震対策補助事業
（ブロック塀等撤去費補助金）

【１０００万円】

平成３０年に創設したブ
ロック塀等撤去費補助
金制度により、民間の
ブロック塀等に対し撤
去費補助金を交付しま
す。また、通学路に面する危険性が高い塀、老朽
化した塀の所有者に対し、戸別訪問等を行い、補
修や撤去を促します。

■問諮財政課（緯〈７１〉２２１０）


	p05
	p06
	p07

